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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
https://www.daiwa-am.co.jp/

◇TUZ0480020210611◇

★当ファンドの仕組みは次の通りでした。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 約10年間（2011年６月13日～2021年６月11
日）

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
当 フ ァ ン ド

イ．アムンディ・アグリ・アッ
プストリーム株ファンド（適
格機関投資家専用）の受益証
券
ロ．ダイワ・マネー・マザー
ファンドの受益証券

ダイワ・マネー・
マザーファンド 本邦通貨表示の公社債

組 入 制 限

当ファンドの投資信託
証 券 組 入 上 限 比 率 無制限

マザーファンドの株式
組 入 上 限 比 率

純資産総額の30％以
下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、基
準価額の水準等を勘案して分配金額を決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配
を行なわないことがあります。

ダイワ／アムンディ
食糧増産関連ファンド

運用報告書（全体版）
繰上償還

（償還日　2021年６月11日）
（作成対象期間　2020年６月13日～2021年６月11日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、海外の株式に投資し、信託
財産の成長をめざしており、信託期間中につ
きましてもそれに沿った運用を行ないまし
た。ここに、謹んで運用状況と償還の内容を
お知らせいたします。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。



1

ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算)

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額（分配落） 税込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

６期末(2017年６月12日) 11,134 700 13.1 20,647 19.6 0.0 98.7 1,659
７期末(2018年６月12日) 11,833 100 7.2 23,035 11.6 － 99.5 1,394
８期末(2019年６月12日) 11,396 0 △ 3.7 22,836 △ 0.9 － 99.1 1,100
９期末(2020年６月12日) 9,805 0 △14.0 22,517 △ 1.4 － 98.7 835
償　還(2021年６月11日)16,057.40 － 63.8 32,637 44.9 － － 775
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．の承諾を得て、ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファン

ド設定日を10,000として大和アセットマネジメントが計算したものです。ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．が
開発した株価指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．に帰属します。またＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．は、
同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注４）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注５）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注６）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

運用経過

基準価額等の推移について
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■基準価額の主な変動要因
　基準価額は、主に保有銘柄の株価が上昇したことや米ドルが対円で上昇（円安）したことなどがプラ
ス要因となり、上昇しました。くわしくは「設定以来の投資環境について」をご参照ください。

■基準価額・騰落率
設定時：10,000円
償還時：16,057円40銭（既払分配金3,800円）
騰落率：118.7％（分配金再投資ベース）
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

年 月 日
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算) 公 社 債

組 入 比 率
投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2020年６月12日 9,805 － 22,517 － － 98.7

６月末 9,916 1.1 23,065 2.4 － 98.6
７月末 10,376 5.8 23,773 5.6 － 98.6
８月末 11,085 13.1 25,589 13.6 － 98.3
９月末 10,831 10.5 24,553 9.0 － 98.0
10月末 10,761 9.8 23,846 5.9 － 98.1
11月末 12,113 23.5 26,569 18.0 － 97.9
12月末 12,261 25.0 27,304 21.3 － 97.0

2021年１月末 12,880 31.4 27,866 23.8 － 98.1
２月末 14,189 44.7 28,824 28.0 － 98.5
３月末 15,297 56.0 30,616 36.0 － 98.5
４月末 15,569 58.8 32,009 42.2 － 98.1
５月末 16,065 63.8 32,412 43.9 － 5.5

（償還）2021年６月11日 16,057.40 63.8 32,637 44.9 － －
（注）騰落率は期首比。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

設定以来の投資環境について (2011.６.13～2021.６.11)

■グローバル株式市況
グローバル株式市場は上昇しました。
　グローバル株式市場は、設定から2015年半ばにかけておおむね堅調に推移しました。主要国の中央
銀行が景気の下支えのため緩和的な金融政策を継続したことや、企業業績の回復期待などが支援材料に
なりました。2016年２月上旬にかけては、原油価格や中国株式市場が下落し、投資家のリスク回避姿
勢が強まったことなどを受けて下落基調となりました。2020年２月中旬にかけては、米中貿易摩擦へ
の懸念等で下落する局面もありましたが、米国大統領選挙でトランプ氏が勝利し、同氏の経済政策への
期待が高まったことや、良好なマクロ環境や企業業績などを受けて上昇しました。その後は、新型コロ
ナウイルスの感染拡大による経済活動への影響が懸念され、２月下旬から３月中旬にかけて急落しまし
たが、各国の政府や中央銀行による経済支援策などによって反発し、上昇基調で推移しました。2021
年に入ると、米国の金利上昇や高値警戒感などを受けて調整する局面もありましたが、ワクチン接種の
進展や米国の追加経済対策への期待などから上昇しました。
　農業関連株式についても、米中貿易摩擦の激化や穀物の供給増に伴い穀物価格が低迷したことなどが
マイナス要因でしたが、グローバル株式市場が上昇する中で上昇しました。

信託期間中の運用方針

■当ファンド
　当ファンドは、「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」と
「ダイワ・マネー・マザーファンド」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。「アムンディ・アグ
リ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券を高位に組み入れます。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　主として日本を除く世界の農業関連企業の中から主に川上分野の企業の上場株式等に投資を行い、投
資信託財産の中長期的な成長を目標として運用を行います。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。
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信託期間中のポートフォリオについて (2011.６.13～2021.６.11)

■当ファンド
　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券を高位に
組み入れました。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　世界の人口拡大等による食糧需要増大から恩恵を受けることが期待できる海外の農業関連企業の株式
に投資しました。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行いました。

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当作成期における当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
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（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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分配金について

　１万口当り、第２期700円、第３期1,000円、第４期1,300円、第６期700円、第７期100円の収益分
配を行いました。なお、第１期、第５期、第８期～第９期につきましては、経費控除後の配当等収益が計
上できなかったため、収益分配を見送らせていただきました。

　受益者のみなさまにおかれましては、当ファンドをご愛顧いただき厚く御礼申し上げます。今後とも証
券投資信託の運用につきましては、受益者のみなさまのご期待に沿えますよう万全を期して努力する所存
でございますので、一層のご愛顧を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2020.６.13～2021.６.11） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 151円 1.190％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は12,679円です。

（投 信 会 社） （49） （0.384）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （97） （0.768）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （5） （0.038） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0.004 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0.004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0.000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 151 1.194
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した総経費率（年率）は2.06％です。

総経費率（①＋②＋③） 2.06％
①このファンドの費用の比率 1.20％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.74％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.13％

（注１）①の費用は、１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資先ファンドとは、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注５）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注７）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

総経費率
2.06％ このファンド

1.20％

投資先ファンド
0.86％

運用管理費用
（投信会社）
0.39％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（受託会社）
0.04％

その他費用
0.00％

運用管理費用
0.74％

運用管理費用以外
0.13％

参考情報
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■売買および取引の状況
(1) 投資信託受益証券

（2020年６月13日から2021年６月11日まで）
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

国

内

千口 千円 千口 千円
アムンディ・
アグリ・アップ
ストリーム株
ファンド
(適格機関
投資家専用)

629.922 1,000 550,800.144 1,291,964

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

　親投資信託残高

種 類
期 首
口 数

千口
ダイワ・マネー・マザーファンド 164
（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

　最終期末における有価証券等の組み入れはありませ
ん。

■投資信託財産の構成
2021年６月11日現在

項 目
償 還 時

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 788,582 100.0
投資信託財産総額 788,582 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年６月11日現在

項 目 償 還 時
(Ａ) 資産 788,582,726円

コール・ローン等 788,582,726
(Ｂ) 負債 12,756,496

未払解約金 7,206,378
未払信託報酬 5,548,639
未払利息 1,479

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 775,826,230
元本 483,158,169
償還差損益金 292,668,061

(Ｄ) 受益権総口数 483,158,169口
１万口当り償還価額(Ｃ／Ｄ) 16,057円40銭

＊期首における元本額は852,487,999円、当作成期間中における追加設定元本額
は1,031,389円、同解約元本額は370,361,219円です。
＊償還時の計算口数当りの純資産額は16,057円40銭です。

(2) 親投資信託受益証券の設定・解約状況
（2020年６月13日から2021年６月11日まで）

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
ダイワ・マネー・マザーファンド － － 164 167
（注）単位未満は切捨て。 ■損益の状況

当期　自2020年６月13日　至2021年６月11日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △     19,952円

受取利息 2,884
支払利息 △     22,836

(Ｂ) 有価証券売買損益 312,985,606
売買益 367,976,055
売買損 △ 54,990,449

(Ｃ) 信託報酬等 △ 10,922,542
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 302,043,112
(Ｅ) 前期繰越損益金 △ 33,197,696
(Ｆ) 追加信託差損益金 23,822,645

(配当等相当額) (　 43,151,585)
(売買損益相当額) (△ 19,328,940)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 292,668,061
償還差損益金(Ｇ) 292,668,061

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

投資信託財産運用総括表

信託期間 投資信託契約締結日 2011年６月13日 投資信託契約終了時の状況
投資信託契約終了日 2021年６月11日 資産総額 788,582,726円

区分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減又は
追加信託

負債総額 12,756,496円
純資産総額 775,826,230円

受益権口数 15,241,951,612口 483,158,169口 △14,758,793,443口 受益権口数 483,158,169口
元本額 15,241,951,612円 483,158,169円 △14,758,793,443円 １単位当り償還金 16,057円40銭

 毎計算期末の状況

計算期 元本額 純資産総額 基準価額
１単位当り分配金

金額 分配率
円 円 円 円 ％

第１期 13,025,408,781 10,657,450,255 8,182 0 0.00
第２期 4,238,743,361 4,561,278,912 10,761 700 7.00
第３期 2,454,988,918 2,878,508,352 11,725 1,000 10.00
第４期 2,174,640,837 2,849,620,130 13,104 1,300 13.00
第５期 1,823,970,873 1,908,968,263 10,466 0 0.00
第６期 1,490,628,421 1,659,726,215 11,134 700 7.00
第７期 1,178,109,249 1,394,049,079 11,833 100 1.00
第８期 965,311,488 1,100,097,082 11,396 0 0.00
第９期 852,487,999 835,837,279 9,805 0 0.00

（注）１単位は受益権１万口。

償 還 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 償 還 金 16,057円40銭
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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネー・マザーファンド

運用報告書　第16期（決算日　2020年12月９日）

（作成対象期間　2019年12月10日～2020年12月９日）

ダイワ・マネー・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 主としてわが国の公社債への投資により、利息収入の確保をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 本邦通貨表示の公社債
株 式 組 入 制 限 純資産総額の30％以下
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ダイワ・マネー・マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2019年12月９日 10,174 － －
12月末 10,174 0.0 －

2020年１月末 10,173 △0.0 －
２月末 10,173 △0.0 －
３月末 10,173 △0.0 －
４月末 10,173 △0.0 －
５月末 10,172 △0.0 －
６月末 10,172 △0.0 －
７月末 10,172 △0.0 －
８月末 10,171 △0.0 －
９月末 10,171 △0.0 －
10月末 10,171 △0.0 －
11月末 10,170 △0.0 －

(期末)2020年12月９日 10,170 △0.0 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、利息収入の確保をめざして安定運用を行っており、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,174円　期末：10,170円　騰落率：△0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

10,166

10,168

10,170

10,172

10,174

10,176

期　首
(2019.12.９)

期　末
(2020.12.９)

基準価額

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、現先取引およびコール・ローン等
による運用を行いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■売買および取引の状況
その他有価証券

（2019年12月10日から2020年12月９日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国内短期社債等 242,997,393 242,997,453

(          －)
（注１）金額は受渡し代金。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 0
（その他） （0）

合 計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

■組入資産明細表
国内その他有価証券

当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
国内短期社債等 999,970 <1.5>
（注１）<　 >内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・マネー・マザーファンド

■投資信託財産の構成
2020年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 68,466,438 100.0
投資信託財産総額 68,466,438 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2020年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 68,466,438,583円

コール・ローン等 67,466,468,172
現先取引(その他有価証券) 999,970,411

(Ｂ) 負債 1,000,488,000
未払解約金 1,000,488,000

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 67,465,950,583
元本 66,337,383,629
次期繰越損益金 1,128,566,954

(Ｄ) 受益権総口数 66,337,383,629口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,170円

＊期首における元本額は82,259,129,638円、当作成期間中における追加設定元本
額は106,172,802,530円、同解約元本額は122,094,548,539円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
日経225－シフト11－　2019－03（適格機関投資家専用）531,632,690円、
ゴールド・ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）4,718,749,101円、ダ
イワ・グローバルＩｏＴ関連株ファンド　－ＡＩ新時代－　（為替ヘッジあり）
977,694円、ダイワ・グローバルＩｏＴ関連株ファンド　－ＡＩ新時代－　（為
替ヘッジなし）977,694円、ダイワＦＥグローバル・バリュー（為替ヘッジあ
り）9,608円、ダイワＦＥグローバル・バリュー（為替ヘッジなし）9,608円、
ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジあり）49,107円、ＮＷＱグ
ローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし）49,107円、ダイワ／“ＲＩＣＩ®”
コモディティ・ファンド5,024,392円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド（為替ヘッジ
あり／年１回決算型）1,676円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド（為替ヘッジなし／
年１回決算型）1,330円、スマート・アロケーション・Ｄガード99,008,902円、
堅実バランスファンド　－ハジメの一歩－569,302,583円、ＮＷＱグローバル
厳選証券ファンド（為替ヘッジあり／隔月分配型）180,729円、ＮＷＱグローバ
ル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし／隔月分配型）737,649円、ＮＷＱグロー
バル厳選証券ファンド（為替ヘッジあり／資産成長型）95,276円、ＮＷＱグ
ローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし／資産成長型）337,885円、世界セ
レクティブ株式オープン983円、世界セレクティブ株式オープン（年２回決算
型）983円、ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジあり／毎月分配
型）983円、ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし／毎月分配
型）983円、ＤＣダイワ・マネー・ポートフォリオ4,455,466,034円、ダイワ
米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　日本円・コー
ス（毎月分配型）132,757円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－
トリプルリターンズ－　豪ドル・コース（毎月分配型）643,132円、ダイワ米国
株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　ブラジル・レア
ル・コース（毎月分配型）4,401,613円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選
択型）　－トリプルリターンズ－　米ドル・コース（毎月分配型）12,784円、
ダイワ／フィデリティ北米株式ファンド　－パラダイムシフト－1,988,495円、
ブルベア・マネー・ポートフォリオⅤ　37,213,381,442円、ブル３倍日本株
ポートフォリオⅤ　12,502,578,661円、ベア２倍日本株ポートフォリオⅤ　
5,944,161,915円、ダイワＦＥグローバル・バリュー株ファンド（ダイワＳＭ
Ａ専用）3,666円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）ブラジル・レ
アル・コース（毎月分配型）155,317円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨
選択型）日本円・コース（毎月分配型）38,024円、ダイワ米国高金利社債ファ
ンド（通貨選択型）米ドル・コース（毎月分配型）4,380円、ダイワ米国高金利
社債ファンド（通貨選択型）豪ドル・コース（毎月分配型）22,592円、ダイワ

／アムンディ食糧増産関連ファンド164,735円、ダイワ日本リート・ファンド・
マネー・ポートフォリオ47,833,280円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド
（資産成長コース）33,689円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨α
コース）96,254円、ダイワ・ダブルバランス・ファンド（Ｄガード付／部分為
替ヘッジあり）224,685,913円、ダイワ・インフラビジネス・ファンド　－イ
ンフラ革命－　（為替ヘッジあり）5,385円、ダイワ・インフラビジネス・ファ
ンド　－インフラ革命－　（為替ヘッジなし）11,530円、ダイワ米国ＭＬＰ
ファンド（毎月分配型）米ドルコース9,817円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎
月分配型）日本円コース6,964円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）通
貨αコース9,479円、ダイワ英国高配当株ツインα（毎月分配型）98,107円、
ダイワ英国高配当株ファンド98,107円、ダイワ英国高配当株ファンド・マ
ネー・ポートフォリオ979,761円、ＤＣスマート・アロケーション・Ｄガード
11,929,087円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）南アフリカ・ラ
ンド・コース（毎月分配型）1,097円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選
択型）トルコ・リラ・コース（毎月分配型）2,690円、ダイワ米国高金利社債
ファンド（通貨選択型）通貨セレクト・コース（毎月分配型）1,350円、ダイ
ワ・オーストラリア高配当株α（毎月分配型）　株式αコース98,203円、ダイ
ワ・オーストラリア高配当株α（毎月分配型）　通貨αコース98,203円、ダイ
ワ・オーストラリア高配当株α（毎月分配型）　株式＆通貨ツインαコース
982,029円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターン
ズ－　通貨セレクト・コース（毎月分配型）98,174円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,170円です。

■損益の状況
当期　自2019年12月10日　至2020年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △   26,744,855円

受取利息 309,257
支払利息 △   27,054,112

(Ｂ) その他費用 △      610,483
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   27,355,338
(Ｄ) 前期繰越損益金 1,431,737,066
(Ｅ) 解約差損益金 △2,104,683,137
(Ｆ) 追加信託差損益金 1,828,868,363
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,128,566,954

次期繰越損益金(Ｇ) 1,128,566,954
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
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